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海中を悠 と々泳ぐイラブー（エラブウミヘビ）は、ニラーハラーからの贈り物として、久高島では特別に扱われてきました。夜中の
イラブー漁に始まり、主祭場の御殿庭（ウドゥンミャー）にある「バンカイヤー」で行う独自の燻製加工までが神事として、現在も執
り行われています。燻製加工されたイラブーはかつて「クスイムン（薬用）」として、貴重な存在でした。現在も、滋養あふれるスー
プ「シンジムン」をはじめ、久高島産の燻製イラブーは唯一無二の存在として感謝のいのりと共に大切に出荷されています。

旧暦6月から12月末までの
間、夜に行われます。「イラ
ブーは耳で獲る」というよう
に、漁場に耳を当てるよう
にして伏せ、サラサラとイラ
ブーが砂場を這う音が聞
こえたら手探りで捕獲しま
す。現在も、同じ方法で漁
が行われています。

沖縄の創生の神アマミキヨが初めて降り立ち、
島創りを始めたとされるこの島は、沖縄の中で
も、存在そのものに特に深い意味をもちます。いの
りに始まる祭祀や神事――。古来、厳格に守り伝
えられてきた聖域や文化は、いのりと共に次の世
代へと引き継がれています。
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現世の久高島と、来世のニラーハラー
（ニライカナイ・神々がすむ理想郷）をつ
なぐ海は祭祀の場では「リューグゥ」と
呼ばれ、他界空間とされています。久高
島の人々にとって、海は命をつなぐ食糧
をもたらしてくれる豊かなイノー（サンゴ
礁の浅瀬）であると共に、フカ（リーフ
外）は畏怖の存在だったのです。

月も太陽とならぶ最高神とされて、この二つはミー
トゥンダ（夫婦）です。月は「ジーキ（土地）」と呼ば
れることからも、穀物をつかさどり、生産するものと
も考えられてきました。12年に一度行われていたイ
ザイホーも満月の夜から始まったそうです。また、
今も旧暦８月15日の十五夜は豊作と健康祈願が
行われています。
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　沖縄本島南部、南城市知念半島より約
6キロメートルの東方海上に浮かぶ久高島。
沖縄の創生の神アマミキヨが初めて降り
立った島として琉球文化において特別な歴
史を歩んできました。
　長い年月の中で自然界からの恵みを受
け、いのちをつないできた沖縄の人々の智
恵。そして久高島の人たちが生涯を捧げた、
いのりと信仰の神髄が祭祀の中に刻まれ、
厳格に受け継がれてきました。いつの時代も
これらを通じて私たちに大切なことを伝え続
けてくれています。
　島全体が聖域とされる久高島。この島で
はいのりと共に、素朴でありのままのくらしが
今も続いています。神事とされるイラブーの
燻製づくりをはじめ、久高島からうまれるもの
づくりは、こうした先人たちの智恵と島がも
つ独自のエネルギー、そして自然への畏敬
の念と深くつながっています。
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厳格で素朴な久高島の
くらしを色濃く映す

島のものづくり原点


